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社
団
法
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酒
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観
光
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会

新
会
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ

酒
田
観
光
物
産
協
会 

会
長
交
代

華
の
館
は
酒
田
の
歴
史
・
文
化
を
映
す

豪
華
ク
ル
ー
ズ
船

３
年
ぶ
り
に
寄
港

　

酒
田
観
光
物
産
協
会
は
、
１
９
１
７
年
、

大
正
六
年
に
「
酒
田
町
物
産
館
」
と
し
て

始
ま
り
、
今
年
で
百
六
年
の
歴
史
を
持
つ
、

酒
田
の
観
光
・
物
産
振
興
の
た
め
の
重
要

な
組
織
で
す
。
こ
の
た
び
会
長
職
を
拝
命

し
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
酒
田
に
来
て
頂
く
人
・
酒
田
に

興
味
を
持
っ
て
頂
く
人
を
い
か
に
増
や
し
、

い
か
に
お
金
を
使
っ
て
頂
く
か
を
、
皆
で

考
え
・
工
夫
し
・
実
践
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

夢
の
倶
楽
は
、
酒
田
へ
の
観
光
・
交
流

来
訪
者
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
五
月
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
分
類
変
更
」
が
待
た
れ
る
と

と
も
に
、
外
国
人
の
入
国
規
制
緩
和
や
円
安

は
観
光
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
売
上
に
戻
す
こ
と
が
急
務

と
考
え
、
ま
ず
は
雛
街
道
～
桜
ま
つ
り
～

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
～
酒
田
ま
つ
り
と
い

う
商
機
を
逃
さ
な
い
様
に
し
ま
す
。

　

旧
商
業
高
校
跡
地
開
発
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
令
和
七
年
三
月
の
開
業
ま
で
、
あ
と

二
年
余
り
で
す
。
酒
田
の
物
産
館
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
施
設
内
容
に
す
る
た
め
に
も
酒
田

市
の
支
援
と
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
夢
の

倶
楽
協
力
会
・
Ｊ
Ａ
み
ど
り
山
居
館
と
密
接

な
連
携
の
も
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

山
居
倉
庫
（
国
指
定
史
跡
）
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
貴
重
な
観
光
・
地
域
資
源
で
す
。
観
光

物
産
振
興
に
大
い
に
資
す
る
施
設
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

酒
田
の
観
光
関
係
組
織
は
大
き
く
四
つ
あ

り
ま
す
。
酒
田
市
、
商
工
会
議
所
、
酒
田
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、
観
光
物
産
協
会
。
役
割
分
担
や
協
力
体
制

を
明
確
に
し
て
、
総
合
力
を
更
に
発
揮
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
和
山

　

さ
く
ら
ま
つ
り

　

山
居
倉
庫
「
夢
の
倶
楽
」
に
は
酒
田
の
歴

史
と
文
化
を
伝
え
る
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
民
工
芸
品
の
展
示
・
販
売
を
行
う

「
華
の
館
」
が
あ
り
ま
す
。

　

酒
田
の
豪
商
本
間
家
が
江
戸
時
代
に
作
ら

せ
た
亀
笠
鉾
や
令
和
元
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た「
お
し
ん
」
人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
常
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
形
作
家 

大
滝
博
子
さ
ん
の

「
お
し
ん
」
人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
お
し
ん
の

別
れ
の
シ
ー
ン
、
酒
田
で
の
奉
公
の
シ
ー
ン

な
ど
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
の
観
光

客
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。
更
に
令
和
２

年
、３
年
に
約
８
点
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
工
芸
品
コ
ー
ナ
ー
に
は
湊
酒
田
を
代
表
す 海外のお客さんも魅了する「おしん」人形ギャラリー

民芸品から工芸品まで、酒田土産を選ぶなら「華の館」へ

る
光
丘
彫
り
、
磯
草
塗
な
ど
の
名
工
の
技
、

鵜
渡
川
原
（
う
ど
が
わ
ら
）
人
形
、
刺
し
子
、

傘
福
な
ど
、
郷
土
の
民
芸
品
を
間
近
に
見
て
、

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に「
酒
田

の
物
産
館
」
と
し
て
観
光

、
お
土
産
購
入
の

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
切
り
絵
作
家
の
白

旗
孝
夫
さ
ん
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
酒
田
市
在

住
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
Ｒ
ｉ
ｋ
ｋ
ｏ
さ
ん
の

酒
田
の
香
り
を
盛
り
込
ん
だ
手
拭
い
、
文
具

の
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

酒
田
を
初
め
て
訪
れ
る
お
客
様
は
高
確
率

で
山
居
倉
庫
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
史
跡

と
し
て
の
山
居
倉
庫
、
涼
し
げ
な
ケ
ヤ
キ
並

訃
報

 

「
地
域
に
根
付
い
た
食
文
化
を
国
内
外
に
広

く
発
信
す
る
」
文
化
庁
の
「
百
年
フ
ー
ド
」
に

三
月
三
日
、
伝
統
部
門
で
酒
田
市
か
ら
「
む

き
そ
ば
」
と
鶴
岡
市
の「
笹
巻
」
が
、
未
来
部

門
で
「
酒
田
ラ
ー
メ
ン
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
は
「
百
年
フ
ー
ド
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
国
内
外
に
広
報
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
中

期
に
関
西
か
ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

「
む
き
そ
ば
」
。
丁
寧
に
下
ご
し
ら
え
し
た
上

品
な
味
は
お
祭
り
の
お
料
理
、
一
流
料
亭
の

一
品
と
し
て
地
域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
更
に
す
そ
野
が
広
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

木
、
静
か
な
新
井
田
川
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
Ｐ
Ｒ
映
像
で
「
酒
田
と
言
え
ば
山
居
倉
庫
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
酒
田
の
お
土
産
を
購
入

の
際
、
専
門
店
を
巡
る
手
も
あ
り
ま
す
が

、

「
一
ヶ
所
で
酒
田
の
民
工
芸
品
を
観
た
い
。
」と

夢
の
倶
楽
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
も
沢
山
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
制
作
一
筋
で
お
店
を
持
た
な

い
職
人
さ
ん
の
作
品
に
出
合
え
る
の
も
「
華

の
館
」の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
山
居
倉
庫
に
あ
る

こ
と
で
、
企
画
展
示
で
歴
史
を
知
る
こ
と
で

民
工
芸
品
が
更
に
輝
い
て
見
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

酒田のラーメン、むきそば

文化庁 100 年フード認定

おめでとうございます

酒田のラーメン、むきそば

文化庁 100 年フード認定

おめでとうございます

　

人
形
作
家
の
辻
村
寿
三
郎
さ
ん
が
二
月

五
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
酒
田
市
観

光
物
産
館 

「
酒
田
夢
の
倶
楽
」
が
で
き
た

当
初
、
「
華
の
館
」
に
辻
村
氏
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
豪
華
で
妖
艶
な
魅
力
の
あ
る

作
品
は
大
き
な
観
光
の
目
玉
と
な
り
、
県

内
外
か
ら
沢
山
の
お
客
さ
ん
が
来
館
さ
れ

ま
し
た
。
脚
本
家 

橋
田
壽
賀
子
さ
ん
に

続
く
悲
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

四
月
に
入
り
、「
酒
田
北
港
古
湊
ふ
頭
」
に

ク
ル
ー
ズ
船
が
次
々
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
他
、
全

室
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
仕
様
の
「
シ
ル
バ
ー
・

ミ
ュ
ー
ズ
」
に
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ヨ
ッ
ト

タ
イ
プ
の
「
ル
・
ソ
レ
ア
ル
」
と
豪
華
絢
爛
。

　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
希
望
者
は
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
で
山
居
倉
庫
や
羽
黒
山
・

加
茂
水
族
館
を
楽
し
み
ま
し
た
。
市
内
を
散

策
す
る
グ
ル
ー
プ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

埠
頭
に
は
県
内
の
物
産
販
売
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
出
店
し
賑
わ
い
ま
し
た
。
年
内
は
十

一
月
に
二
回
、
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
」
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
三
月
三
十
一
日
に
酒
田
市
の
桜
開

花
が
発
表
さ
れ
、
満
開
の
状
態
で
、
四
月
八

日
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
「
酒
田
日
和
山
桜

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
や

新
社
会
人
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

夜
は
ボ
ン
ボ
リ
に
明
か
り
が
入
り
、
公
園

の
内
千
石
船
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も
緩
和
さ
れ
、
例
年
に

近
い
形
で
お
花
見
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
期
間
中
、
約
三
万
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

舞
鶴
公
園
、
松
山
の
歴
史
公
園
周
辺
、
砂

越
の
桜
並
木
も
見
事
で
し
た
。

歓迎を受けるダイヤモンド・プリンセス (4/14)

満開の桜のもと、シートを広げ、お花見



お
か
げ
さ
ま
で
十
九
周
年

特
産
品
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

スマホの

カメラで

コードを

読み取っ

て下さい。

　

協
会
直
営
「
特
産
品
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
で

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
湊
酒
田
の
旬
な
情
報
、
風
景
、
お
い
し

い
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
登
録
お
願
い
し

ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
直
通
ボ
タ
ン
あ
り
ま
す
。

令
和
五
年
度 

華
の
館

展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4 月　  5 月   6 月    7 月    8 月    9 月   10 月   11 月  12 月   1 月    2 月    3 月

2024年2023年

お雛様 お雛様

酒田夢の倶楽 華の館 2024年 展示スケジュール

酒
田
夢
の
倶
楽
周
年
祭

酒
田
夢
の
倶
楽
周
年
祭

藍染布花展
匠の技展

切り絵展

紅花展
斎染展

歴史
文化展

　
「
華
の
館
」
で
は
常
設
展
示
の
他
に
、
酒
田
の

歴
史
や
か
つ
て
の
舟
運
、
海
運
を
感
じ
さ
せ
る

民
工
芸
の
展
示
を
年
間
約
七
回
企
画
し
て
い

ま
す
。
令
和
五
年
度
の
展
示
予
定
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
都
合
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

　

●
藍
染
・
布
花
「
癒
し
の
色
々
」

　

期
間
：
四
月
二
十
二
日
（
土
）
～

　
　
　
　

六
月
十
九
日
（
月
）

　

●
酒
田
伝
統
工
芸
「
匠
の
技
展
」

北
前
船
で
も
重
宝
さ
れ
た
船
箪
笥
を
は
じ
め
、

職
人
た
ち
の「
こ
だ
わ
り
」
の
作
品
が
一
堂
に

集
ま
り
ま
す
。
会
場
で
購
入
で
き
る
も
の
も

あ
り
、
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

期
間:

六
月
二
十
四
日(

土)

～

　
　
　
　

八
月
二
十
一
日
（
月
）

　

●
白
旗
孝
夫
「
切
り
絵
展
」

酒
田
出
身
の
切
り
絵
作
家
、
白
旗
孝
夫
氏
。

酒
田
の
建
築
物
や
風
景
を
切
り
絵
に
し
た
作

品
を
展
示
。
切
り
絵
の
原
画
や
愛
用
の
カ
メ

ラ
や
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　

期
間:

八
月
二
十
六
日(

土)

～

　
　
　
　

十
月
二
日(

月)

　

●
浪
漫
を
た
ど
る
「
紅
花
展
」

北
前
船
が
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
湊
町
酒
田
と

繋
が
り
を
感
じ
る
「
紅
花
」
の
歴
史
・
文
化
。

振
袖
、
反
物
、
ス
ト
ー
ル
に
ハ
ン
カ
チ
な
ど
、

色
鮮
や
か
な
紅
花
染
め
が
揃
い
ま
す
。

　

期
間:

十
月
七
日(

土)

～

　
　
　
　

十
一
月
二
十
七
日(

月)

　

●
黒
森
歌
舞
伎
展

江
戸
時
代
か
ら
続
く
農
民
歌
舞
伎
。
毎
年
旧

正
月
に
あ
た
る
二
月
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

そ
の
貴
重
な
装
束
や
小
道
具
、
写
真
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
す
。

　

期
間:

一
月
二
十
日(

土)

～

　
　
　
　

二
月
十
九
日(

月)

　

●
湊
酒
田
「
加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
」

酒
田
の
旧
家
加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
。
江
戸
時
代

後
期
の
古
今
雛
は
大
型
で
保
存
状
態
も
良
く
、

内
裏
雛
の
や
さ
し
い
顔
立
ち
、
楽
人
、
舞
人
の

豊
か
な
表
情
が
見
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

　

期
間:

二
月
二
十
四
日(

土)

～

　
　
　
　

四
月　
　

三
日(
水)

　

●
染
物
に
魅
せ
ら
れ
て
「
斎
染
展
」

大
漁
旗
、
お
店
の
暖
簾
に
祭
り
の
法
被
、
湊

酒
田
と
染
物
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
。

二
〇
二
六
年
に
創
業
百
年
を
迎
え
る
老
舗

染
物
店
。
三
代
目
店
主 

斎
藤
満
氏
と
奥
様

が
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
従
来
の
印

染(

し
る
し
ぞ
め)

に
加
え
、芸
術
家
と
手
を
組

み
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
手
拭
い
、
風
呂
敷

な
ど
も
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

期
間　

:

十
二
月
二
日(

土)

～

　

令
和
六
年 

一
月
十
五
日(

月)

雪の中での黒森歌舞伎（写真：酒田市役所）

一つとして同じものがない藍染の世界

い
よ
い
よ
「
酒
田
ま
つ
り
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
お
楽
し
み
の
九
日
間

２日３日４日29日 30日１日 ５日６日７日

４月 ５月

　

今
年
も
四
月
二
九
日(

土
・
祝)

よ
り
九
日
間
、
「
周
年
祭
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
注
目
商
品
、
見
逃
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
そ
の
中

か
ら
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

祭
り
囃
子
の
練
習
が
は
じ
ま
り
、
週
末
に

な
る
と
音
が
聴
こ
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
感
染
対
策
も
緩

和
さ
れ
、
以
前
に
近
い
形
で
「
酒
田
ま
つ
り
」

が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
時
代
行
列
は
検
討
を

重
ね
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ま
た
ひ
と

つ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
内
容
に
な
る
は
ず

で
す
。
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
楽
し

ん
で
頂
け
る
お
祭
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

スープジャー、ランチボックス、ミニボトルが入荷しました。

田村牛乳の新作雑貨、夢の倶楽コラボ雑貨が集合

★数量限定★ ヨー子 ドライレモンサワー(楯の川 )

瀬戸内レモンと純米大吟醸が出会い、レモンサワーに！

午前午後先着５名、要予約（０２３４-２２-１２２３）

5/4( 木.祝 ) 製作体験 染め物型紙で行灯づくり

進化系コッペパンのお店が 4/30( 日 )、5/2( 火 )、5/7( 日 ) 出店大人気「湊ｐａｎ」が初出店★３日間限定★

いちごサンデー、みたらしほうじ茶サンデー、みたらしサンデー

見逃せない！ファストフード周年祭特別メニュー

グルテンフリーのホワイトカヌレ、米粉ドーナツ (日本ハム )ＰＲ

4/29 10:00 ＡＮＡ庄内ブルーアンバサダー２名来館

ＬＩＮＥ登録
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